
〜
新
成
人
の
皆
さ
ん
へ
〜

　

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

　

国
民
年
金
は
、
老
後
や
い
ざ
と
い
う
と

き
の
生
活
を
、
現
役
世
代
み
ん
な
で
支
え

よ
う
と
い
う
考
え
で
作
ら
れ
た
制
度
で

す
。国民

年
金
の
ポ
イ
ン
ト

◎
将
来
の
大
き
な
支
え
に
な
り
ま
す

　

国
民
年
金
は
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
方

が
加
入
し
、保
険
料
を
納
め
る
制
度
で
す
。

　

国
が
責
任
を
も
っ
て
運
営
す
る
た
め
、

安
定
し
て
い
ま
す
し
、
年
金
の
給
付
は
生

涯
に
わ
た
っ
て
保
障
さ
れ
ま
す
。

◎ 

老
後
の
た
め
だ
け
の
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん

　

国
民
年
金
に
は
、
老
後
の
老
齢
年
金
の

ほ
か
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
も
あ
り
ま

す
。
障
害
年
金
は
、
病
気
や
事
故
で
障
害

が
残
っ
た
と
き
に
受
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た

遺
族
年
金
は
、加
入
者
が
死
亡
し
た
場
合
、

そ
の
加
入
者
に
よ
り
生
計
を
維
持
さ
れ

て
い
た
遺
族
（「
子
の
あ
る
配
偶
者
」
や

「
子
」）
が
受
け
取
れ
ま
す
。

　

★
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」　　
　
　

　

学
生
の
方
は
一
般
的
に
所
得
が
少
な
い

た
め
、
ご
本
人
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の

場
合
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予

さ
れ
る
制
度
で
す
。

　

対
象
と
な
る
学
生
は
、
学
校
教
育
法
に

規
定
す
る
大
学
（
大
学
院
）、
短
期
大
学
、

高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校

及
び
各
種
学
校
（
修
業
年
限
１
年
以
上
で

あ
る
課
程
）、
一
部
の
海
外
大
学
の
日
本

分
校
に
在
学
す
る
方
で
す
。

★
「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」

　

学
生
で
な
い
30
歳
未
満
の
方
で
、
ご
本

人
及
び
配
偶
者
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の

場
合
に
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶

予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.nenkin.go.jp/n/

w
w
w
/index.htm
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問
合
せ

熊
谷
年
金
事
務
所

　

☎
０
４
８
（
５
２
２
）
５
０
１
２

保
険
健
康
課　
　
　

　

☎
０
４
９
５
（
７
７
）
２
１
１
３

地
域
総
務
課　
　

　

☎
０
２
７
４
（
５
２
）
３
２
７
１ 

ね
ん
き
ん
だ
よ
り

ね
ん
き
ん
だ
よ
り

出店ブース 体験コーナー 茶道教室

お
は
な
し
広
場

　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
大
型
か
み
し
ば

い
、
手
遊
び
等
を
行
い
ま
す
。
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
。

日　

時　

1
月
23
日
（
土
）　

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場　

所　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
和
室

講　

師　

お
は
な
し
ボ
ッ
ク
ス
の
皆
さ
ん

参
加
費　

無
料

定　

員　

幼
児
・
小
学
生
20
名

申
込
み　

中
央
公
民
館　

　

☎
０
４
９
５
（
７
７
）
３
６
７
１

第
19
回

ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

日　

時　

１
月
31
日
（
日
）

　
　
　
　

開
場　

午
後
１
時

　
　
　
　

開
演　

午
後
１
時
30
分

場　

所　

中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

出
演
団
体

　

 

＊
赤
と
ん
ぼ
の
会
＊
合
唱
団
き
り
か
ぶ

＊
コ
ス
モ
ス
ハ
ー
モ
ニ
ー
＊
ど
ん
ぐ
り

の
会
＊
Ｓ
ｉ
ｎ
ｏ
ｎ
（
シ
ノ
ン
）

料 　

金　

５
０
０
円
（
中
学
生
以
下
・
障

が
い
者
及
び
介
助
者
は
無
料
）

主 　

催　

神
川
町
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会

『
神
川
企
画
舎
』

後　

援　

神
川
町
教
育
委
員
会

問
合
せ　

中
央
公
民
館

　

☎
０
４
９
５
（
７
７
）
３
６
７
１

「
味
噌
つ
く
り
体
験
講
座
」

「
米
麹
つ
く
り
体
験
講
座
」

　

国
産
大
豆
を
使
い
、
無
添
加
で
安
心
安

全
な
美
味
し
い
味
噌
を
作
り
ま
す
。
米
麹

を
手
作
り
す
る
の
で
、
甘
酒
や
塩
麹
、
自

分
好
み
の
味
噌
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日　

時　

①
味
噌
２
月
12
日
〜
15
日

　
　
　
　

②
米
麹
２
月
14
日
〜
17
日

講　

師　

ふ
る
さ
と
の
味
伝
承
士

場　

所　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
・
調
理
室

参
加
費　

味
噌
2
，
5
０
０
円

　
　
　
　
　

（
出
来
上
が
り
約
６
ｋ
ｇ
）

　
　
　
　

米
麹
１
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　

（
出
来
上
が
り
約
3
ｋ
ｇ
）

定　

員　

各
10
名

　

 

（
初
め
て
の
方
を
優
先
し
ま
す
。）

持 

ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
マ
ス
ク
、

薄
手
の
ゴ
ム
手
袋

申
込
み
・
問
合
せ

　

材
料
準
備
の
都
合
上
、１
月
31
日
（
日
）

生
涯
学
習

生
涯
学
習

生
涯
学
習
だ
よ
り

生
涯
学
習
だ
よ
り

ま
で
に
費
用
を
添
え
て
、
中
央
公
民
館
へ

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

☎
０
４
９
５
（
７
７
）
３
６
７
１

第
４
回
生
き
が
い
学
級

「
日
本
の
い
ち
ば
ん
長
い
日
」

映
画
上
映
会

日　

時　

２
月
21
日
（
日
）　

　
　
　
　

午
後
２
時
よ
り

場　

所　

中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

料　

金　

無
料

＊
ど
な
た
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す

共　

催　

神
川
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

問
合
せ　

中
央
公
民
館

　

☎
０
４
９
５
（
７
７
）
３
６
７
１　

第
５
回
生
き
が
い
学
級

「
芸
能
を
楽
し
む
会
及
び
閉
級
式
」

　

神
川
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
と
の
共
催

に
よ
る
、
カ
ラ
オ
ケ
・
舞
踊
な
ど
の
芸
能

の
発
表
会
で
す
。

　

60
歳
以
上
で
、
地
区
の
老
人
ク
ラ
ブ
に

所
属
し
て
い
な
い
方
も
出
演
で
き
ま
す
。

参
加
希
望
の
方
は
１
月
30
日
（
土
）
ま
で

に
中
央
公
民
館
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

日　

時　

３
月
13
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
よ
り

場　

所　

中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

演 　

目　

カ
ラ
オ
ケ
・
舞
踊
・
詩
吟
民

踊
・
ダ
ン
ス
等

＊
主
催　

神
川
町
中
央
公
民
館

　

共
催　

神
川
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

問
合
せ　

中
央
公
民
館

　

☎
０
４
９
５
（
７
７
）
３
６
７
１

「
美
芽
育（
美
メ
イ
ク
）体
操
教
室
」

　

気
力
・
体
力
・
体
型
を
整
え
美
髪
と
美

肌
を
追
及
。　

日　

時　

１
月
20
日
（
水
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

場　

所　

ス
テ
ラ
神
泉　

定　

員　

10
名

講　

師　

斉
藤 

恭
子　

氏

持
ち
物　

水
分　

タ
オ
ル

服　

装　

動
き
や
す
い
服
装

申
込
み　

ス
テ
ラ
神
泉

　

☎
０
２
７
４
（
５
２
）
３
２
７
５

「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
風か

ざ
ぐ
る
ま車

作
り
」

日　

時　

１
月
23
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場　

所　

ス
テ
ラ
神
泉

定　

員　

小
学
生
以
上
10
名

講　

師　

宮
下 

忠
司　

氏

費　

用　

無
料

持
ち
物　

水
筒　

手
拭
タ
オ
ル　

申
込
み　

ス
テ
ラ
神
泉

　

☎
０
２
７
４
（
５
２
）
３
２
７
５

ステラ神泉（正式名称は定住促進センター）はステイライフロング（定住）、スタディライフ
ロング（生涯学習）、ステーションライフロング（生涯学習の基地）を合わせた造語「ステラ」
に神泉を合わせて命名されています。
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ス
テ
ラ
神
泉
ま
つ
り

　

平
成
27
年
12
月
６

日（
日
）ス
テ
ラ
神
泉

に
て
、
ス
テ
ラ
神
泉

ま
つ
り
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
自
分
が
や

り
た
い
こ
と
、
学
び

た
い
こ
と
を
自
分
の

ペ
ー
ス
で
行
う
。
そ

ん
な
場
所
や
機
会
を

提
供
す
る
の
が
ス
テ

ラ
の
ス
タ
イ
ル
で
す
。

太
鼓
や
フ
ラ
ダ
ン
ス
、

カ
ラ
オ
ケ
と
い
っ
た

ス
テ
ー
ジ
発
表
の
ほ

か
、
作
品
展
示
、
茶

道
、
バ
ル
ー
ン
ア
ー

ト
、
ア
マ
チ
ュ
ア
無

線
な
ど
の
体
験
も
。

自
分
の
成
果
を
発
表

し
、
み
ん
な
の
成
果

を
楽
し
み
、
自
ら
体

験
し
ま
し
た
。
普
段

や
っ
て
い
る
こ
と
の

発
表
会
が
ス
テ
ラ
神

泉
ま
つ
り
で
す
。


